






























Didaktik: Wilhelm August Lay 1905）や実験教育学（Experimentelle Pädagogik: Ernst Meumann 1907）
に起源を持ち、精密教育学（Die exakte Pädagogik: Aloys Fischer 1913）および教育学的事実研究（Die 




 東海学園大学教育研究紀要　第 2巻第 1号　2017
内のコミュニケーションあるいは談話の研究的な分析という意味で、research on teaching（学習指導の
研究）、research about teaching（学習指導に関する研究）、analysis of teaching-learning communication




























































　 2 では授業研究と授業分析の定義と研究範囲について述べ、3-1 で佐藤学の授業研究批判を、3-2 で重










   「教師の教授活動と子どもたちの学習活動は、本来それぞれ主体的に行われるべきもの であるから、
矛盾し対立している。教師と子どもたちだけでなく、こどもたちどうし、教師と教材、子どもたち
と教材のそれぞれもまた矛盾対立している場合が普通である。









































































































































  ・ 教師たちの授業の研究は、あまりにも印象的な言語で表現されており、そのままでは、授業　の改
善の指針にはなりえないこと、
  ・ 教師たちの授業の反省はあまりにも個別の経験に閉ざされているため、その記録は一過性の体験報
告に過ぎず、一般性を持ちえないこと、



















 東海学園大学教育研究紀要　第 2巻第 1号
くつかの仮説が暗黙に前提とされ、それによりひとまとまりの次の神話が形成されていたと述べる（佐藤 
1992、70）。
  ① 授業の過程（「教授=学習過程」と呼ばれた）は、合法則的な過程であり、法則定立学としての「授
業の科学」が成立可能であるという前提（授業過程の法則的認識の神話）。また、その「科学的な
法則」は、学習と発達の心理学研究を基礎として解明されるという前提（学習概念の心理学主義）。




  ③ 「授業の科学」（一般教授学）が成立する以上、「教科教育学」も固有の理論領域で成立するという
前提（教科教育学の神話）。







































































 東海学園大学教育研究紀要　第 2巻第 1号
いて統一的主体的に把握される。この集団の言葉を借りれば、次のようである（八田 1963、91）。
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